
質
問
一

補
助
金
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
。

二

一
般
補
助
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

三

一
般
補
助
金
の
継
続
使
用
に
つ
い

て
。

四

今
後
の
補
助
金
動
向
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

一
般
的
に
特
定
の

事
業
、
市
民
活
動
等
を
育
成
、
助
長
す

る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
公
益
上
必

要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
支
出
し
て

い
る
。

二

団
体
の
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、

団
体
の
収
支
状
況
に
応
じ
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
各
年
度
で
団
体
と
調

整
の
上
、
予
算
額
の
精
査
を
行
っ
て
お

り
、
収
支
の
状
況
に
応
じ
団
体
に
よ
り
、

ま
た
年
度
に
よ
り
、
補
助
金
の
額
に
違

い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

三

各
会
計
年
度
に
お
け
る
歳
出
は
、

そ
の
年
度
の
歳
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
補
助
と

し
て
交
付
さ
れ
た
補
助
金
を
団
体
が
翌

年
度
に
繰
り
越
し
て
継
続
使
用
す
る
こ

と
は
、
こ
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

四

対
象
者
の
増
加
や
内
容
の
高
度
化

に
よ
り
増
加
す
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え

る
。
公
平
性
、
自
立
性
、
事
業
費
補
助

の
原
則
な
ど
の
観
点
を
重
視
し
つ
つ
、

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
補
助
金
の
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

平
成
２２
年
度
予
算

に
つ
い
て

質
問
一

当
市
に
お
け
る
出
生
率
の
推

移
と
今
後
の
見
通
し
。

二

近
隣
市
町
と
の
比
較
。

三

少
子
化
へ
の
対
応
。

四

妊
婦
健
診
、
不
妊
治
療
へ
の
対
応
。

五

保
健
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
。

六

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
。

七

子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
の
現
状
。

八

子
ど
も
に
対
す
る
支
援
事
業
。

答
弁
一
（
市
長
）

増
減
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
る
。

長
期
的
に
は
今
後
も
低
下
傾
向
が
続
く

も
の
と
考
え
る
。

二

県
の
人
口
動
態
概
況
で
は
、
平
成

２０
年
度
の
出
生
率
は
県
内
７０
市
町
村
中
、

上
位
か
ら
１１
番
目
で
あ
り
、
近
隣
市
町

村
で
は
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

三

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後

期
計
画
）
を
策
定
し
て
お
り
、
計
画
を

推
進
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

四

健
康
診
査
は
２２
年
度
も
１４
回
分
の

公
費
負
担
で
の
実
施
を
予
定
。
ま
た
、

県
の
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
市
民
へ

周
知
し
て
い
る
。

五

１０
か
月
児
健
康
相
談
を
実
施
予
定
。

六

２２
年
度
に
は
各
中
学
校
区
に
１
か

所
の
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
が
で
き
る
。

七

年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。
主
な
虐

待
者
は
、
一
番
身
近
に
い
る
実
父
母
が

多
く
、
全
体
の
８４
㌫
で
あ
る
。

八

若
年
妊
産
婦
、
多
胎
妊
婦
の
支
援
、

相
談
等
や
子
育
て
指
導
、
育
児
援
助
、

育
児
情
報
誌
の
配
付
等
を
行
っ
て
い
る
。

齊藤 芳久 議員

補助金の継続使用について
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子
ど
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を
育
て
る
ま
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り
に
つ
い
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サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
努
め
て
い
る

大
曽
根
英
明

議
員

つるがしま市議会だより第１４９号 〔１０〕


